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令和3年
第4回定例会

令和２年度一般会計歳入歳出決算など１０決算議案を認定令和２年度一般会計歳入歳出決算など１０決算議案を認定
道 路 線 の 認 定 （ 初 雁 公 園 整 備 ） を 可 決道 路 線 の 認 定 （ 初 雁 公 園 整 備 ） を 可 決

定例会の経過定例会の経過

１人１台のタブレットを用いた授業の様子１人１台のタブレットを用いた授業の様子

令和 3 年 11 月 1 日発行

＜8月＞	
３０日　 議案２２件上程　報告５件
＜9月＞	
　2日　議案質疑
　3日　議案質疑
　6日　議案質疑に入らず散会
　7日　議案質疑
　8日　議会運営委員会
　9日　一般質問
１０日　一般質問
１３日　一般質問
１４日　一般質問

１６日　 ２常任委員会 
（総務財政・文化教育）

１７日　 ２常任委員会 
（保健福祉・産業建設）

２１日　 ２常任委員会 
（文化教育・保健福祉）

２２日　常任委員会（産業建設）
２４日　特別委員会（オリンピック）
２９日　 議案２２件　採決 

議案１件上程 
議案１件　人事案件２件 
意見書２件　採決 

川越市マスコットキャラクター ときも川越市マスコットキャラクター ときも



令和3年11月1日発行 （2）議 会 だ よ り

第７号
○中小企業者事業継続支援金（令和３年度第２弾）による支援
　新型コロナウイルス感染症の影響により厳しい経営を強いられている市内の中小企業者に対し、支援金（６万
円）を交付し、事業の継続と雇用の確保を図る。
　・対象者…令和３年４月から１２月のいずれか１カ月の売上高が、前年または前々年同月比で１５％以上減少
　　している市内の中小企業・個人事業主
　・申請期間…令和３年１０月中旬～令和４年１月３１日
○分散登校等でのオンライン授業の実施等
○小・中学校等の教室等への二酸化炭素モニターの設置
○本庁舎、保健所等での感染機会の削減のための電話機増設
○新型コロナウイルス感染症患者等入院病床確保協力金による支援（増額分）

市
長
提
出
議
案

２５件の市長提出議案を審議しました。
各議案への質疑については、４～７ページ
を、討論は７～８ページをご覧ください。
採決の結果は３ページの議決結果一覧表を
ご覧ください。

　補正予算額　第６号　　１８億１８８８万８千円増
　　　　　　　第７号　　　４億３８４５万２千円増
 （補正後予算額　　　 １１６９億８００１万６千円）

【主な内容】
第６号
○キャッシュレス決済消費活性化事業
　コロナ禍で影響を受けている市内飲食・小売業等に
おける消費の拡大とキャッシュレス決済の普及促進を
図るため、キャッシュレス決済のポイント還元を実施
する。

一般会計補正予算
（第６・７号）

　・実施期間…令和４年１月を予定　・ポイント付与率…２５％を予定
○市内タクシー事業者への運行継続支援
　市民生活を支える公共交通として、運行を継続している市内のタクシー事業者に対して支援金を交付する。
　・市内の法人タクシー事業者…基本額：５０万円、加算額：１車両当たり３万円
　・市内の個人タクシー事業者…１事業者当たり３万円
○感染拡大に伴う医療機関や保健所等への対応
　感染者や入院者数の増加が継続する中、医療機関や保健所等への対応を図ることで今後の感染拡大に備える。
　・新型コロナウイルス感染症患者等入院病床確保協力金　・感染症入院医療費の公費負担（増額分）
　・積極的疫学調査等業務（増額分）　・民間救急等を利用した患者搬送（増額分）
○新型コロナウイルスワクチン接種業務（増額分）
　ワクチン接種事業を円滑に実施するため、接種体制に係る運営経費とともに時間外・休日接種の加算分につい
て、１０月以降に見込まれる経費を増額する。
○行政のデジタル化の推進
　住民サービスの向上や業務の効率化などを図るため、行政のデジタル化を推進する。
　・美術館、川越まつり会館における動画配信サイトを活用した情報発信のためのパソコン等の購入
　・都市計画情報および建築確認申請等受付台帳の電子データ化　・図書館の電子書籍の追加購入
　・学童保育室における情報端末の増設や業務用ネットワーク環境の整備等

補正予算（第６・７号）の数
字は令和３年度に補正予算を
編成した回数を表しています



（3） 令和3年11月1日発行議 会 だ よ り

●全員一致で可決した議案
議案番号 議　　案　　名 議案番号 議　　案　　名

議案 75 令和２年度川越市水道事業の利益の処分 議案 94 川越市道路線の認定（開発行為）

議案 79 令和２年度川越市歯科診療事業特別会計歳入歳出決算認定 議案 95 令和３年度川越市一般会計補正予算（第６号）

議案 81 令和２年度川越市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計
歳入歳出決算認定 議案 97 令和３年度川越市一般会計補正予算（第７号）

議案 88 川越市税条例等の一部を改正する条例 意見 2 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること
〈嶋崎拓男 氏〉

議案 90 脇田歩道橋耐震補強工事（上部工）請負契約の変更 意見 3 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めること
〈栗原純一 氏〉

議案 91 川越線指扇・南古谷間市道００３３号線歩行者用隧道新設
工事の施行に関する協定の変更 意見書 2 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実

を求める意見書

議案 92 川越市道路線の認定（初雁公園整備） 意見書 3 世界平和の構築と世界連邦実現にむけた探求への取り組み
を求める意見書

議案 93 川越市道路線の廃止（初雁公園整備）

議案議決結果一覧表

●賛否が分かれた議案 　○……賛成　　×……反対　　△……退席

議　案

番　号
議　　案　　名

議　決 

結　果

会派等の賛否
自
由
民
主
党

公
明
党

政
晴
会

日
本
共
産
党

川
越
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

無会派
無
所
属
A

無
所
属
B

無
所
属
C

12 人 7人 6 人 5 人 3人 1人 1人 1人

議案 76 令和２年度川越市一般会計歳入歳出決算認定 認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案 77 令和２年度川越市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定 認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案 78 令和２年度川越市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定 認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案 80 令和２年度川越市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定 認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案 82 令和２年度川越市川越駅東口公共地下駐車場事業特別会計歳入歳出決算
認定 認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案 83 令和２年度川越市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定 認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案 84 令和２年度川越市水道事業会計決算認定 認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案 85 令和２年度川越市公共下水道事業会計決算認定 認　　定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案 86 川越市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改
正する条例 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

議案 87 川越市個人情報保護条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

議案 89 川越市手数料条例の一部を改正する条例 原案可決 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

議案 96 令和３年度川越市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

＊議長は採決に加わっていません

会派別所属議員

自由民主党
村山博紀　　牛窪喜史　　須賀昭夫　　中野敏浩
小高浩行　　栗原瑞治　　海沼秀幸　　吉敷賢一郎
中原秀文　　岸啓祐　　　吉野郁惠　　三上喜久蔵

公明党 嶋田弘二　　田畑たき子　中村文明　　◎桐野忠
近藤芳宏　　大泉一夫　　小ノ澤哲也

政晴会 倉嶋真史　　樋口直喜　　明ヶ戸亮太　○川口啓介
小野澤康弘　矢部節

日本共産党 長田雅基　　池浜あけみ　今野英子　　柿田有一
川口知子

川越政策フォーラム 髙橋剛　　　片野広隆　　山木綾子
無所属 A 伊藤正子 B 粂真美子 C 小林薫 

◎：議長　　○：副議長

＊議長は採決に加わっていません
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後
の
見
通
し
を
伺
う
。

答
経
常
収
支
比
率
の
改
善
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
一
時
的
な
要
因
に

よ
る
も
の
と
捉
え
て
お
り
、

今
後
、
例
年
ど
お
り
の
財
政

運
営
を
続
け
た
場
合
は
再
び

悪
化
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

■問問
国
民
の
権
利
で
あ
る
生
活

保
護
が
活
用
さ
れ
、
増
加
し

た
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答
生
活
保
護
費
の
増
加
は
、

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
保
護
世

帯
数
増
加
の
た
め
で
あ
り
、

生
活
保
護
法
に
基
づ
き
必
要

と
す
る
人
に
対
し
適
切
に
実

施
で
き
た
。

■問問
妊
娠
届
が
減
少
し
て
い
る
。

赤
ち
ゃ
ん
応
援
手
当
を
再
度

実
施
で
き
な
い
か
、
伺
う
。

答
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
て
い
く
家
庭

の
負
担
等
を
考
慮
し
、
支
援

に
つ
い
て
関
係
部
局
と
検
討

す
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■問問
会
計
年
度
任
用
職
員
人
件

費
を
経
常
経
費
と
し
て
整
理

し
た
場
合
、
経
常
収
支
比
率

は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
伺
う
。

答
会
計
年
度
任
用
職
員
人
件

費
約
23
億
円
全
額
を
経
常
経

費
と
し
た
場
合
、
経
常
収
支

比
率
は
96
・
９
％
か
ら
３
・

４
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
１
０

０
・
３
％
と
な
る
。

■問問
財
政
面
に
お
い
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
令
和
２
年
度
決
算
は
改
善

傾
向
も
あ
る
が
、
景
気
悪
化

に
伴
う
歳
入
減
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
の
歳
出
増

も
見
込
ま
れ
る
た
め
、
予
断

を
許
さ
な
い
情
勢
で
あ
る
。

■問問
今
後
の
行
財
政
改
革
の
方

針
に
つ
い
て
伺
う
。

答
現
在
、
川
越
市
行
財
政
改

革
推
進
計
画
の
策
定
を
進
め

て
お
り
、
今
後
は
具
体
的
な

数
値
目
標
を
設
定
し
た
上
で
、

行
財
政
運
営
の
効
率
化
や
事

務
事
業
の
見
直
し
等
の
取
り

組
み
を
計
画
的
に
推
進
す
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■問問
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
教
育
部

が
受
け
た
影
響
は
。

答
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け

た
環
境
整
備
５
か
年
計
画
が

前
倒
し
さ
れ
、
１
人
１
台
の

学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
配
備
等
が
完
了
し
た
。
学

校
給
食
で
は
、
臨
時
休
校
や

簡
易
給
食
に
伴
う
費
用
を
支

本
会
議
に
お
け
る

　
議

案

質

疑

　
　
　
　
　【
質
疑
を
し
た
会
派
名
】

出
し
た
。
こ
れ
ら
の
支
出
は

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
。

■問問
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

の
導
入
に
よ
り
賃
金
総
額
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。

答
令
和
２
年
度
の
会
計
年
度

任
用
職
員
の
給
与
総
額
は
25

億
７
１
５
５
万
７
０
８
８
円
、

令
和
元
年
度
の
臨
時
的
任
用

職
員
の
賃
金
総
額
は
22
億
９

０
８
万
３
６
８
０
円
で
、
３

億
６
２
４
７
万
３
４
０
８
円

増
加
し
た
。

■問問
南
古
谷
駅
地
区
整
備
の
今

後
の
計
画
は
。

答
早
期
の
完
成
に
向
け
て
、

ま
ず
は
、
南
北
連
絡
自
由
通

路
整
備
の
基
本
設
計
を
鋭
意

進
め
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■問問
会
計
年
度
任
用
制
導
入
で

人
件
費
が
増
え
る
一
方
で
、

物
件
費
減
が
少
な
い
理
由
は
。

答
物
件
費
は
、
臨
時
職
員
賃

■問問
収
納
率
向
上
対
策
に
よ
り

滞
納
者
へ
の
短
期
被
保
険
者

証
、
資
格
証
明
書
発
行
が
大

幅
に
増
え
た
背
景
は
。

答
滞
納
整
理
の
推
進
を
図
る

た
め
、
交
付
基
準
の
滞
納
額

金
の
減
は
あ
っ
た
が
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
加
速
化

に
伴
う
情
報
機
器
端
末
導
入

な
ど
に
よ
り
、
そ
の
減
少
額

は
約
１
億
３
千
万
円
に
と
ど

ま
っ
た
。

■問問
投
資
的
事
業
を
ど
の
よ
う

な
考
え
で
進
め
て
い
く
の
か
。

答
市
事
業
は
要
望
、
必
要
性

等
を
勘
案
し
計
画
的
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
。
投
資
的
事

業
は
経
常
経
費
の
見
直
し
や

歳
入
確
保
を
図
り
優
先
度
や

緊
急
性
を
考
慮
し
て
進
め
る
。

■問問
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
な
ど
短

期
間
に
市
民
と
共
有
す
べ
き

情
報
の
発
信
を
改
善
し
て
は
。

答
対
策
本
部
会
議
等
に
関
す

る
情
報
発
信
は
、
本
市
の
動

き
や
課
題
等
を
市
民
と
共
有

で
き
る
点
で
は
有
効
と
思
わ

れ
る
の
で
、
内
容
や
方
法
に

つ
い
て
、
実
施
に
向
け
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

今
定
例
会
で
は
延
べ
21
名
の
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

市
が
提
出
し
た
議
案
の
内
容
、
提
案
の
理
由
等
に
つ

い
て
、
疑
問
点
や
不
明
な
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に

行
い
ま
す
。
こ
ち
ら
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
に
対
す

る
質
疑
の
一
部
を
要
約
し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

採
決
の
際
、
討
論
を
行
っ
た
議
案
は
、
「
討
論
あ
り
」

と
表
示
し
、
７
～
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

援
策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

■問問
３
期
12
年
最
終
年
の
総
決

算
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

答
市
政
運
営
で
掲
げ
る
「
４

つ
の
川
越
づ
く
り
」
は
着
実

に
進
め
ら
れ
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
制
約
も
生
じ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
へ
迅
速
な
対
応
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

市
政
を
担
っ
て
き
た
経
験
を

生
か
し
全
力
で
努
め
て
い
く
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■問問
毎
年
経
常
的
に
支
出
さ
れ

る
経
費
で
判
断
す
る
経
常
収

支
比
率
が
改
善
し
た
が
、
今

■問問
経
常
収
支
比
率
の
状
況
を

踏
ま
え
た
今
後
の
行
財
政
改

革
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
安
定
的
に
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
を
行
う
た
め
、
川

越
市
行
財
政
改
革
推
進
計
画

を
策
定
し
、
経
常
収
支
比
率

の
改
善
や
財
政
調
整
基
金
残

高
の
確
保
に
努
め
る
。

■問問
商
工
農
業
者
の
技
術
革
新

の
た
め
の
支
援
策
は
。

答
デ
ジ
タ
ル
化
や
生
産
性
向

上
な
ど
、
社
会
・
経
済
の
変

化
に
対
応
し
て
課
題
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
効
果
的
な
支

議
案
第
76
号

令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

【
自
由
民
主
党
】【
無
所
属
】【
政
晴
会
】

【
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
】【
日
本
共
産
党
】 討

論
あ
り

議
案
第
77
号

令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

【
日
本
共
産
党
】

討
論
あ
り



（5） 令和3年11月1日発行議 会 だ よ り

■問問
除
外
す
る
措
置
を
講
じ
る

国
外
居
住
親
族
の
要
件
は
。

答
30
歳
以
上
70
歳
未
満
の
国

外
居
住
親
族
に
つ
い
て
、
個

人
市
民
税
均
等
割
お
よ
び
所

得
割
の
非
課
税
限
度
額
の
算

定
基
礎
の
対
象
か
ら
除
外
す

る
も
の
で
、
納
税
義
務
者
お

よ
び
被
扶
養
者
に
つ
い
て
は

国
籍
に
関
す
る
要
件
は
な
い
。

■問問
そ
の
趣
旨
は
何
か
。

答
現
行
の
所
得
税
お
よ
び
個

人
住
民
税
の
扶
養
親
族
の
取

り
扱
い
で
は
、
国
外
で
一
定

■問問
改
正
に
至
っ
た
背
景
は
。

答
番
号
法
が
改
正
さ
れ
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
主
体

が
市
か
ら
地
方
公
共
団
体
情

報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
移
る
こ

と
に
よ
り
、
条
例
に
定
め
て

お
く
必
要
が
な
く
な
っ
た
。

■問問
市
民
へ
の
影
響
を
伺
う
。

答
窓
口
で
支
払
う
再
交
付
手

数
料
の
金
額
や
、
申
請
手
続

以
上
の
所
得
を
稼
得
し
て
い

る
親
族
で
も
扶
養
控
除
の
対

象
と
な
る
問
題
が
あ
り
、
そ

の
適
正
化
が
検
討
課
題
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
令
和

２
年
度
税
制
改
正
に
お
い
て
、

令
和
６
年
度
以
後
の
個
人
所

得
課
税
の
扶
養
控
除
の
要
件

を
厳
格
化
し
、
令
和
３
年
度

税
制
改
正
に
お
い
て
、
個
人

住
民
税
の
非
課
税
限
度
額
の

算
定
に
つ
い
て
も
同
様
の
取

り
扱
い
と
す
る
規
定
の
整
備

が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

き
等
に
変
更
は
な
い
。
生
活

保
護
受
給
者
に
つ
い
て
は
免

除
規
定
に
よ
り
再
交
付
手
数

料
を
徴
収
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
自
己
の
責
で
カ
ー
ド
を

紛
失
・
焼
失
・
損
傷
し
た
場

合
等
に
は
手
数
料
を
も
ら
う

こ
と
と
な
る
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

を
変
更
し
た
が
、
見
込
み
よ

り
多
く
の
世
帯
が
該
当
し
た
。

■問問
県
単
位
化
の
取
り
組
み
は

ど
の
く
ら
い
進
ん
で
い
る
か
。

答
埼
玉
県
の
運
営
方
針
に
、

保
険
税
水
準
の
令
和
９
年
度

か
ら
の
収
納
率
格
差
以
外
の

項
目
の
統
一
、
将
来
的
な
保

険
事
業
の
統
一
、
事
務
の
標

準
化
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
お

り
、
県
の
運
営
推
進
会
議
に

■問問
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計

画
最
終
年
で
あ
っ
た
令
和
２

年
度
の
決
算
の
特
徴
を
伺
う
。

答
令
和
元
年
度
と
比
較
し
て
、

歳
入
が
約
11
億
８
千
万
円
増

加
し
た
こ
と
、
歳
出
が
約
６

億
５
千
万
円
増
加
し
た
こ
と
、

予
算
現
額
に
対
し
て
は
約
９

億
４
千
万
円
下
回
っ
た
こ
と
、

介
護
保
険
保
険
給
付
費
等
準

備
基
金
残
高
が
３
億
４
７
２

８
万
１
千
円
減
少
し
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

■問問
昨
年
度
、
認
定
調
査
員
が

会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
り

処
遇
が
改
善
さ
れ
た
か
伺
う
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設

置
し
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

■問問
加
入
者
の
高
齢
化
な
ど
の

状
況
を
踏
ま
え
、
国
費
の
投

入
の
必
要
性
を
含
め
た
市
の

運
営
の
考
え
は
。

答
構
造
的
な
問
題
が
あ
り
、

今
後
も
低
所
得
者
層
へ
の
公

費
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

答
１
人
当
た
り
の
平
均
報
酬

額
は
、
年
間
約
26
万
３
千
円

の
増
と
改
善
さ
れ
た
。

■問問
利
用
や
給
付
の
状
況
か
ら

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
控
え

な
ど
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
伺
う
。

答
前
年
度
か
ら
、
保
険
給
付

費
全
体
で
は
増
加
し
た
も
の

の
、
一
部
の
サ
ー
ビ
ス
に
お

い
て
利
用
者
と
給
付
費
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
と
考
え
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■問問
過
去
３
年
間
の
歳
入
歳
出

差
し
引
き
残
額
を
伺
う
。

答
令
和
２
年
度
は
10
億
４
８

議
案
第
80
号

令
和
２
年
度
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

【
無
所
属
】【
日
本
共
産
党
】

１
９
万
６
８
２
２
円
、
令
和

元
年
度
は
５
億
１
７
７
９
万

８
５
８
５
円
、
平
成
30
年
度

は
５
億
６
３
８
２
万
７
５
４

３
円
で
あ
る
。

■問問
令
和
２
年
度
末
の
基
金
残

高
は
33
億
８
千
万
円
。
県
内

同
規
模
市
の
状
況
を
伺
う
。

答
人
口
30
万
人
以
上
で
あ
る
、

さ
い
た
ま
市
が
約
34
億
３
千

万
円
、
川
口
市
が
約
17
億
４

千
万
円
、
越
谷
市
が
約
16
億

１
千
万
円
、
所
沢
市
が
約
19

億
４
千
万
円
で
あ
る
。

■問問
本
市
の
基
金
残
高
は
多
い
。

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
べ
き

だ
が
活
用
の
考
え
を
伺
う
。

答
基
金
は
、
令
和
３
年
度
か

ら
の
３
年
間
に
20
億
円
を
取

り
崩
し
、
第
８
期
保
険
料
の

上
昇
抑
制
を
図
っ
た
。
第
９

期
以
降
も
高
齢
化
の
進
行
に

よ
る
保
険
料
の
上
昇
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的

な
活
用
を
検
討
す
る
。

議
案
第
87
号

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

【
日
本
共
産
党
】

■問問
個
人
情
報
保
護
制
度
の
統

合
に
よ
り
、
自
治
体
の
独
自

性
が
失
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る

が
、
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

答
地
方
公
共
団
体
に
適
用
さ

れ
る
個
人
情
報
保
護
法
は
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
整
備
法

の
公
布
の
日
か
ら
２
年
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
あ
る
令
和

５
年
春
に
施
行
さ
れ
る
予
定

で
あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
条

例
を
見
直
す
こ
と
と
な
る
。

今
後
、
本
市
の
実
情
に
合
っ

た
条
例
の
改
正
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

■問問
同
制
度
が
後
退
し
な
い
よ

う
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と

考
え
る
が
市
の
認
識
を
伺
う
。

答
国
は
、
社
会
の
変
化
に
対

応
し
た
個
人
情
報
保
護
と
デ

ー
タ
流
通
の
両
立
や
強
化
お

よ
び
国
際
的
な
制
度
調
和
を

目
指
し
て
い
る
。
今
後
も
国

か
ら
の
情
報
や
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
個
人
情
報
保
護

制
度
の
適
正
な
運
用
に
努
め

て
い
き
た
い
。

議
案
第
88
号

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

【
公
明
党
】

議
案
第
89
号

手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

【
日
本
共
産
党
】
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症
対
応
や
災
害
な
ど
を
考
慮

し
、
本
年
度
下
半
期
に
お
け

る
予
備
費
の
執
行
見
込
み
額

か
ら
予
算
残
額
を
差
し
引
い

た
１
億
３
千
万
円
を
補
正
予

算
に
計
上
し
た
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■問問
今
回
の
補
正
予
算
を
踏
ま

え
、
財
政
調
整
基
金
残
高
は

ど
の
よ
う
に
な
る
か
伺
う
。

答
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可

能
額
の
決
定
等
に
伴
い
、
一

般
財
源
が
約
23
億
円
増
加
し
、

本
補
正
予
算
で
活
用
す
る
一

般
財
源
分
を
除
い
た
14
億
８

０
２
４
万
４
千
円
を
財
政
調

整
基
金
に
繰
り
戻
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
年
度
末
基
金
残

高
は
15
億
５
４
５
１
万
９
千

円
と
見
込
む
。

■問問
感
染
症
入
院
医
療
費
の
公

費
負
担
の
増
額
理
由
に
つ
い

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

答
主
な
事
業
と
し
て
は
、
デ

マ
ン
ド
型
交
通
か
わ
ま
る
の

運
行
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
給

付
、
選
挙
の
と
き
の
投
票
箱

送
致
等
に
伴
う
タ
ク
シ
ー
の

借
り
上
げ
、
災
害
時
の
情
報

提
供
等
に
関
す
る
協
定
な
ど

が
あ
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■問問
コ
ロ
ナ
感
染
が
拡
大
し
て

い
る
が
、
現
在
の
医
療
体
制

の
逼
迫
状
況
は
。

答
埼
玉
県
が
令
和
３
年
８
月

31
日
に
公
表
し
た
情
報
に
よ

る
と
、
陽
性
患
者
の
入
院
の

た
め
の
確
保
病
床
１
７
９
７

床
に
対
し
、
病
床
使
用
率
が

71
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

医
療
機
関
か
ら
は
、
入
院
患

者
の
診
療
に
当
た
る
医
療
従

事
者
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い

る
と
聞
い
て
お
り
、
厳
し
い

状
況
に
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

■問問
学
童
保
育
室
の
エ
ア
コ
ン

が
更
新
さ
れ
る
が
、
更
新
さ

れ
る
台
数
は
。

答
10
台
の
更
新
予
定
で
あ
る
。

■問問
今
回
更
新
し
な
い
エ
ア
コ

ン
の
状
況
は
。

回
実
施
し
て
い
る
川
越
市
遺

跡
発
表
会
に
お
い
て
報
告
す

る
予
定
で
あ
る
。

■問問
初
雁
公
園
の
今
後
の
事
業

は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
初
雁
公
園
基
本
計
画
全
体

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

多
く
の
時
間
と
予
算
を
要
す

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
社
会

経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
段
階
的
に
整
備
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

■問問
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
消

費
活
性
化
事
業
に
つ
い
て
、

ポ
イ
ン
ト
還
元
の
上
限
額
を

伺
う
。

答
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
１
人
の

利
用
者
に
対
し
、
１
回
の
上

限
額
を
２
千
円
、
事
業
の
実

施
期
間
中
の
上
限
額
を
５
千

円
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

■問問
本
事
業
の
実
施
時
期
に
つ

い
て
伺
う
。

答
令
和
４
年
１
月
に
約
１
カ

月
の
期
間
で
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

■問問
予
備
費
の
増
額
理
由
に
つ

い
て
伺
う
。

答
当
初
予
算
で
予
備
費
は
１

億
２
千
万
円
を
計
上
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
と
し
て
お
よ
そ
半
分

を
執
行
し
た
。
今
後
の
感
染

て
伺
う
。

答
令
和
３
年
度
に
お
け
る
支

払
額
は
、
毎
月
１
５
０
０
万

円
か
ら
２
千
万
円
の
間
で
推

移
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
毎
月
の
支
払
額
を

お
よ
そ
６
８
１
万
円
と
し
て

い
た
当
初
見
込
み
を
超
え
る

数
値
で
あ
り
、
今
般
の
感
染

拡
大
に
お
い
て
さ
ら
な
る
医

療
費
の
増
大
も
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
増
額
を
要
求
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■問問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

市
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
概

況
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て

い
る
か
。

答
令
和
２
年
２
月
ご
ろ
か
ら

輸
送
人
員
は
徐
々
に
減
少
し
、

最
大
で
６
割
を
超
え
る
減
少

と
な
っ
た
月
も
あ
り
、
令
和

２
年
度
は
令
和
元
年
度
と
比

べ
、
約
37
％
減
少
し
た
。
令

和
３
年
度
も
同
様
の
落
ち
込

み
が
続
い
て
お
り
、
外
出
自

粛
要
請
が
長
期
間
に
わ
た
る

中
で
、
厳
し
い
事
業
環
境
が

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

■問問
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
連
携

し
て
い
る
市
の
事
業
に
は
ど

■問問
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、
市
が
行
っ
て
い
る
サ

ー
ビ
ス
に
は
何
が
あ
る
の
か
。

答
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
等
で
、

住
民
票
の
写
し
お
よ
び
印
鑑

■問問
荒
川
第
二
・
三
調
節
池
整

備
事
業
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
川
越
線

の
荒
川
橋
り
ょ
う
は
架
け
替

え
と
な
る
が
、
隧
道
工
事
を

行
っ
て
い
る
橋
り
ょ
う
手
前

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
盛
り
土
部

分
の
撤
去
は
想
定
さ
れ
て
い

る
か
。

答
事
業
を
実
施
す
る
、
国
土

交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
荒

■問問
横
断
歩
道
と
信
号
機
は
、

付
け
替
え
に
併
せ
移
設
す
る

の
か
。

答
歩
行
者
に
と
っ
て
は
現
在

の
位
置
に
あ
る
方
が
利
便
性

が
高
く
、
安
全
性
の
向
上
も

図
れ
る
た
め
、
横
断
歩
道
等

の
移
設
は
行
わ
な
い
予
定
で

登
録
証
明
書
を
取
得
で
き
る
。

ま
た
、
一
部
医
療
機
関
で
健

康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
の

プ
レ
運
用
を
し
て
お
り
、
登

録
の
支
援
を
し
て
い
る
。

川
調
節
池
工
事
事
務
所
に
現

時
点
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

Ｊ
Ｒ
川
越
線
の
荒
川
橋
り
ょ

う
を
架
け
替
え
た
後
に
は
、

現
在
の
盛
り
土
部
分
に
つ
い

て
は
調
節
池
事
業
の
一
環
と

し
て
撤
去
す
る
予
定
で
あ
り
、

そ
の
費
用
は
全
体
事
業
費
に

含
ま
れ
る
、
と
聞
い
て
い
る
。

あ
る
。

■問問
発
掘
調
査
の
報
告
は
。

答
文
化
財
保
護
課
で
は
毎
年
、

文
化
財
保
護
年
報
を
刊
行
し
、

前
年
度
に
実
施
し
た
発
掘
調

査
の
概
要
を
報
告
し
て
お
り
、

当
該
発
掘
調
査
も
報
告
の
対

象
で
あ
る
。
ま
た
、
毎
年
１

議
案
第
91
号

川
越
線
指
扇
・
南
古
谷
間
市
道
０
０
３
３
号
線

歩
行
者
用
隧
道
新
設
工
事
の
協
定
の
変
更

【
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
】

議
案
第
92
号

道
路
線
の
認
定（
初
雁
公
園
整
備
）

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
95
号

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

【
無
所
属
】【
公
明
党
】【
政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム
】【
日
本
共
産
党
】
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新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
と
消

費
税
10
％
へ
の
増
税
で
市
民

生
活
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る
。

保
健
所
の
体
制
を
改
善
し
積

極
的
な
独
自
施
策
を
。
会
計

年
度
任
用
職
員
導
入
で
非
正

規
雇
用
の
待
遇
が
改
善
さ
れ

外
部
委
託
見
直
し
の
契
機
に

も
な
る
。
大
規
模
事
業
は
福

（
次
ペ
ー
ジ
へ
）

　
今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

反
　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

議
案
第
76
号

討
　
論

■問問
保
護
者
と
ト
ラ
ブ
ル
が
起

き
た
場
合
ど
う
解
決
す
る
か
。

答
保
護
者
の
話
を
管
理
職
な

ど
が
丁
寧
に
聞
き
、
そ
の
後
、

教
職
員
等
当
該
者
か
ら
の
聞

き
取
り
を
行
い
、
そ
の
内
容

を
保
護
者
に
報
告
し
、
理
解

を
求
め
る
。
当
該
児
童
生
徒

が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
過

ご
せ
る
よ
う
、
組
織
的
、
継

続
的
に
対
応
し
て
い
く
。

■問問
教
員
が
起
こ
し
た
事
案
で

学
校
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答
事
実
確
認
の
上
、
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
や
背
景
を
把
握
し
、

状
況
に
合
わ
せ
て
対
応
す
る
。

必
要
に
応
じ
て
ケ
ー
ス
会
議

等
を
実
施
し
、
学
校
全
体
で

児
童
生
徒
の
ケ
ア
や
保
護
者

へ
の
対
応
等
の
共
通
理
解
を

図
り
な
が
ら
対
応
す
る
。

■問問
教
育
委
員
会
の
関
わ
り
は
。

答
学
校
の
問
題
点
を
指
導
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
助
言
す
る
。
法
的

な
解
釈
に
つ
い
て
は
、
ス
ク

ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
等
に
相
談
し
、

対
応
し
て
い
く
。

答
換
気
を
行
い
な
が
ら
温
度

管
理
を
行
う
た
め
、
猛
暑
日

な
ど
に
は
十
分
に
空
調
設
備

が
効
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。

■問問
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
事
業

に
活
用
し
て
き
た
の
か
。

答
中
小
企
業
者
事
業
継
続
緊

急
支
援
金
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
事
業
、
小
・
中
学
校

学
習
用
情
報
機
器
端
末
の
導

入
、
入
院
協
力
医
療
機
関
へ

の
支
援
な
ど
に
活
用
し
た
。

■問問
交
付
金
の
活
用
結
果
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
事
業
者
の
事
業
活
動
の
下

支
え
や
消
費
喚
起
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
を
保
障
す
る
環

境
整
備
、
医
療
提
供
体
制
の

維
持
な
ど
が
効
果
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

■問問
中
小
企
業
者
事
業
継
続
支

援
金
の
一
律
６
万
円
の
交
付

額
を
業
種
や
規
模
別
に
分
け

る
考
え
は
出
な
か
っ
た
の
か
。

答
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
よ

り
い
ま
だ
多
く
の
事
業
者
が

影
響
を
受
け
て
お
り
、
幅
広

本
補
正
予
算
で
の
対
応
を
含

め
、
計
画
的
に
空
調
設
備
の

更
新
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

く
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
一
律
の
金
額
と
し
た
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■問問
市
内
医
療
機
関
の
コ
ロ
ナ

患
者
の
受
け
入
れ
状
況
は
。

答
各
市
町
村
の
状
況
は
未
公

表
だ
が
、
埼
玉
県
が
９
月
27

日
時
点
で
公
表
し
た
県
全
体

の
状
況
で
は
、
確
保
病
床
１

８
８
９
床
に
対
し
て
、
病
床

使
用
率
が
約
30
％
で
あ
る
。

■問問
学
校
と
の
連
携
は
重
要
で

あ
る
。
学
童
で
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
を
受
け
ら
れ
る
か
伺
う
。

答
各
学
校
の
実
態
に
よ
り
、

学
童
保
育
室
と
学
校
が
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
通
信
環
境

の
整
っ
た
教
室
を
開
放
す
る

な
ど
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

へ
の
対
応
を
し
て
い
る
。

■問問
個
人
事
業
主
も
対
象
の
中

小
企
業
者
継
続
支
援
金
申
請

の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

議
案
第
97
号

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

【
自
由
民
主
党
】【
無
所
属
】【
公
明
党
】【
日
本
共
産
党
】

報
告
第
６
号

専
決
処
分
の
報
告

【
日
本
共
産
党
】

答
申
請
方
法
や
申
請
に
係
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
い
合
わ
せ
に

対
応
す
る
専
用
電
話
を
設
け

る
他
、
産
業
振
興
課
の
窓
口

に
お
い
て
も
申
請
書
の
記
入

や
添
付
書
類
の
確
認
な
ど
に

対
応
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■問問
商
工
分
野
に
お
け
る
コ
ロ

ナ
禍
で
の
影
響
調
査
の
方
法

を
伺
う
。

答
市
の
景
気
動
向
調
査
や
県

の
経
営
動
向
調
査
、
民
間
調

査
会
社
の
調
査
資
料
等
に
よ

り
把
握
に
努
め
、
ま
た
、
制

度
融
資
や
こ
れ
ま
で
実
施
し

た
支
援
金
か
ら
も
業
種
別
の

影
響
な
ど
を
確
認
し
て
い
る
。

■問問
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
で
の
通

信
ト
ラ
ブ
ル
の
対
応
は
誰
が

行
う
の
か
。

答
軽
微
な
ト
ラ
ブ
ル
は
各
学

校
の
教
職
員
、
専
門
的
ト
ラ

ブ
ル
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
タ
ー
、
教
育
内
容
等

に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
担
当
が
対
応
す
る
。

■問問
協
力
医
療
機
関
や
病
床
数

の
増
加
に
至
る
交
渉
は
誰
が

主
導
し
て
行
っ
た
の
か
。

答
病
床
使
用
率
が
高
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く
の

病
床
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、
市
長
が
市
内
医

療
機
関
を
直
接
訪
問
し
て
病

床
確
保
の
協
力
を
依
頼
し
た
。

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■問問
今
回
の
事
業
継
続
支
援
金

で
、
対
象
を
拡
大
し
た
理
由

を
伺
う
。

答
県
の
要
請
が
長
期
に
及
び

影
響
が
大
き
い
飲
食
店
を
対

象
に
含
め
、
売
上
高
の
減
少

額
が
少
な
い
事
業
者
も
長
期

に
わ
た
り
売
り
上
げ
の
減
少

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

減
少
額
の
条
件
を
外
す
も
の
。

■問問
学
習
者
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
故
障
の
状
況
を
伺
う
。

答
９
月
上
旬
時
点
で
の
故
障

の
報
告
件
数
は
約
１
６
０
件

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
破
損

や
故
障
に
対
し
て
は
、
代
替

機
器
に
よ
る
交
換
対
応
を
行

っ
て
き
て
い
る
。

■問問
二
酸
化
炭
素
モ
ニ
タ
ー
設

置
の
効
果
を
伺
う
。

答
教
室
内
等
の
二
酸
化
炭
素

濃
度
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
で
、

児
童
生
徒
や
教
職
員
が
一
目

で
可
視
化
さ
れ
た
室
内
の
状

況
を
把
握
で
き
、
よ
り
一
層
、

換
気
を
徹
底
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

※
今
定
例
会
で
は
、
議
案
質
疑
の
他
、
報
告
に
対
す
る

質
疑
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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自
由
民
主
党

須　
賀　
昭　
夫

中
高
一
貫
教
育
校
の
メ
リ
ッ
ト1

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
６
年
間
に
わ
た
り

生
徒
を
継
続
的
に
把
握
す
る

こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
優
れ

た
才
能
を
発
見
で
き
る
こ
と
、

中
学
校
１
年
生
か
ら
高
校
３

年
生
ま
で
の
異
年
齢
集
団
で

の
活
動
に
よ
り
社
会
性
や
豊

か
な
人
間
性
を
育
成
で
き
る

こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

質問
生
産
年
齢
人
口
増
加
施
策

に
対
し
て
、
水
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
活
用
し
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
な

ど
、
避
難
行
動
に
つ
い
て
あ

ら
か
じ
め
検
討
し
て
お
く
よ

う
、
こ
れ
ま
で
も
広
報
川
越

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通

じ
て
周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
今
後
も
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

質問
防
災
意
識
向
上
の
た
め
に

■問問
豊
富
な
財
源
と
人
材
を
有

す
る
川
越
の
創
造
を
目
指
し
、

子
育
て
世
代
流
入
誘
発
策
の

一
つ
に
中
高
一
貫
校
設
置
を

望
む
。
一
貫
教
育
の
メ
リ
ッ

ト
と
は
何
と
考
え
る
か
。

答
学
校
教
育
部
長
　
高
等
学

校
入
学
者
選
抜
の
影
響
を
受

け
ず
に
ゆ
と
り
の
あ
る
安
定

的
な
学
校
生
活
を
送
れ
る
こ

と
、
６
年
間
の
学
校
生
活
の

中
で
計
画
的
・
継
続
的
な
教

育
課
程
を
展
開
で
き
る
こ
と

■問問
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候

変
動
に
よ
り
自
然
災
害
が
増

す
こ
と
で
、
市
民
一
人
一
人

が
防
災
意
識
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
が
、
防
災
意
識
向
上

に
対
す
る
市
の
取
り
組
み
は
。

答
危
機
管
理
監
　
水
害
時
に

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

自
宅
や
施
設
の
水
害
リ
ス
ク

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
水

害
時
に
取
る
べ
き
行
動
を
自

ら
決
め
て
お
く
こ
と
が
重
要

と
な
る
。
こ
の
た
め
、
市
民

通
告
事
項
の
要
約

会
派
名
　議 

員 

氏 

名

質問の
順　番

答
弁
者

　ま
ち
づ
く
り
や
暮
ら
し
に
関
す
る
制
度

な
ど
、
市
の
行
政
・
財
政
全
般
に
わ
た
っ

て
、
事
業
の
現
在
の
状
況
、
今
後
の
方
針
等

に
つ
い
て
質
問
を
し
、
必
要
に
応
じ
て
市
に

対
し
意
見
や
施
策
の
提
案
を
し
ま
す
。

　質
問
を
し
た
議
員
が
、
そ
の
質
問
の
中
か

ら
一
問
を
選
び
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２６

一
般
質
問
の
表
題

土
台
で
あ
る
健
康
診
断
は
思

う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。

生
活
が
苦
し
く
国
保
税
が
払

え
な
い
人
は
３
千
人
台
前
半

か
ら
令
和
２
年
度
４
５
６
７

人
へ
と
増
え
る
中
、
滞
納
者

の
差
し
押
さ
え
や
短
期
被
保

険
者
証
交
付
な
ど
で
収
納
率

を
上
げ
、
当
年
度
の
赤
字
解

消
計
画
は
目
標
を
１
億
３
千

万
円
も
超
過
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
も
重
な
る
厳
し
い
状

況
の
下
、
過
剰
な
赤
字
解
消

は
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。

祉
後
退
や
負
担
を
増
や
さ
ず

進
め
る
べ
き
。
学
校
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
維
持
が
新
た
な
財
政

へ
の
懸
念
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
妥
当
性
は
検
証
が
必
要
。

国
の
介
入
が
強
ま
る
中
、
自

治
体
ら
し
く
職
員
が
地
域
住

民
の
た
め
に
働
く
自
覚
を
。

賛
　
　
成

【
自
由
民
主
党
】

　
決
算
額
は
例
年
の
１
・
３

倍
、
補
正
予
算
の
編
成
は
16

回
を
数
え
た
。

　
歳
入
の
特
徴
は
、
コ
ロ
ナ

対
応
の
財
源
と
し
て
国
か
ら

約
４
０
０
億
円
が
交
付
さ
れ

た
こ
と
で
あ
り
、
感
染
拡
大

防
止
、
市
民
生
活
や
地
域
経

済
へ
の
支
援
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
加
速
化
な
ど
、

多
く
の
事
業
が
行
わ
れ
た
。

　
歳
出
規
模
も
過
去
最
大
と

な
り
、
各
種
給
付
金
、
検
査

機
関
や
入
院
受
け
入
れ
医
療

機
関
へ
の
支
援
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
な
ど
が
実
施

さ
れ
た
。

　
困
難
な
状
況
下
に
お
い
て

き
め
こ
ま
や
か
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
中
、
市
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
職
員
の
尽
力

に
よ
る
的
確
な
対
応
と
成
果

を
高
く
評
価
す
る
。

賛
　
　
成

【
公
明
党
】

　
川
越
市
の
事
業
全
体
を
歳

入
歳
出
の
視
点
で
い
く
つ
か

精
査
す
る
と
、
歳
入
で
は
、

市
税
の
根
幹
を
成
す
市
民
税

や
固
定
資
産
税
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
は
免
れ
て
お
り
、
お
お

か
た
増
収
を
維
持
し
て
い
る
。

法
人
市
民
税
で
は
対
前
年
度

比
18
・
46
％
の
減
収
に
陥
っ

て
い
る
が
総
括
す
る
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
事
態
に
立
ち
向
か
い
な
が

ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を

精
査
し
な
が
ら
取
り
組
ん
だ

成
果
は
、
評
価
に
値
す
る
も

の
と
判
断
し
、
賛
成
討
論
と

す
る
。

賛
　
　
成

【
無
所
属
】

　
特
別
定
額
給
付
金
を
は
じ

め
コ
ロ
ナ
対
策
を
行
い
市
民

生
活
を
支
え
た
。
財
政
状
況

は
厳
し
く
「
選
択
と
集
中
」

と
い
っ
た
言
葉
が
よ
く
聞
か

れ
る
が
、
開
設
し
た
市
民
サ

ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中

心
に
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
Ｓ

Ｏ
Ｓ
を
受
け
止
め
、
市
制
１

０
０
周
年
に
向
け
「
だ
れ
も

が
住
み
続
け
た
い
ま
ち
川
越

」
を
達
成
す
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

反
　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　
保
険
事
業
の
広
域
化
に
伴

い
、
赤
字
解
消
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
健
康
増
進
の

議
案
第
77
号

自
由
民
主
党

牛　
窪　
喜　
史

自
然
災
害
に
対
す
る
防
災
意
識2
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・
29
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
規
模
の

拡
大
が
進
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
、
担
い
手
へ
の
集

積
・
集
約
化
を
積
極
的
に
推

進
す
る
こ
と
で
、
農
業
経
営

の
安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
、

多
様
な
機
能
を
持
つ
水
田
を

維
持
す
る
地
域
の
人
々
の
活

動
を
支
援
し
、
稲
作
の
維
持

・
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質問
稲
作
の
現
状
と
展
望

興
味
や
関
心
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
学
習
活
動
の
機
会
の

充
実
や
地
域
の
歴
史
・
伝
統

文
化
の
継
承
に
向
け
た
学
び

の
促
進
は
、
第
四
次
川
越
市

総
合
計
画
や
第
三
次
川
越
市

教
育
振
興
基
本
計
画
に
施
策

と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
庁
内

関
係
部
署
と
連
携
し
、
学
校

や
社
会
教
育
施
設
等
を
活
用

し
、
郷
土
学
習
の
推
進
を
計

画
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
。

質問
郷
土
資
料
の
調
査
研
究
を

質問
市
長
の
コ
ロ
ナ
対
策

質問
川
越
ま
つ
り

き
合
う
時
間
を
確
保
す
る
こ

と
を
一
番
の
課
題
と
し
て
捉

え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
教
員
の
多
忙
化

解
消
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、

登
下
校
な
ど
、
子
ど
も
の
安

全
に
関
わ
る
こ
と
を
は
じ
め
、

学
校
や
教
員
だ
け
で
は
で
き

な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
市

全
体
、
社
会
全
体
で
さ
ら
に

協
働
、
協
力
し
て
も
ら
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

質問
教
職
員
の
教
育
現
場
改
善

て
お
り
、
用
地
取
得
が
困
難

な
既
成
市
街
地
等
に
お
い
て
、

道
路
整
備
と
同
時
に
そ
の
上

下
空
間
に
建
物
や
緑
地
等
を

整
備
し
た
事
例
が
あ
る
。

　
本
市
の
既
成
市
街
地
で
の

道
路
整
備
に
お
い
て
も
、
制

度
内
容
や
先
行
事
例
等
の
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質問
川
越
駅
西
口
地
区
諸
課
題

質問
デ
ー
タ
活
用
行
財
政
運
営

捉
え
、
い
か
に
効
果
的
に
発

信
す
る
か
が
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
速
や

か
な
情
報
発
信
に
努
め
て
き

た
が
、
今
回
は
、
市
長
に
よ

る
防
災
行
政
無
線
で
の
呼
び

掛
け
等
を
実
施
し
て
き
た
。

　
今
後
も
効
果
的
な
方
法
を

活
用
し
、
状
況
に
応
じ
た
分

か
り
や
す
く
正
確
な
情
報
発

信
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質問
百
周
年
事
業
の
取
組
み

質問
コ
ロ
ナ
に
か
か
る
諸
課
題

■■問問
稲
作
の
維
持
に
は
農
家
の

規
模
の
拡
大
、
担
い
手
へ
の

支
援
、
大
型
機
械
の
導
入
が

必
要
と
考
え
る
が
、
稲
作
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

答
産
業
観
光
部
長
　
川
越
市

は
、
田
の
耕
地
面
積
が
１
８

９
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
県
内
有

数
の
水
田
地
帯
で
、
１
経
営

体
当
た
り
の
経
営
耕
地
面
積

は
、
平
成
17
年
で
は
０
・
82

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
令
和
２
年
度
に
は
１

■問問
郷
土
資
料
の
う
ち
絵
馬
、

書
画
の
文
化
財
指
定
状
況
を

踏
ま
え
、
歴
史
文
化
継
承
の

学
び
の
促
進
を
本
市
は
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
を

問
う
。

答
教
育
総
務
部
長
　
地
域
の

歴
史
・
文
化
に
興
味
を
持
つ

市
民
が
郷
土
資
料
の
研
究
に

挑
戦
し
、
そ
の
成
果
を
学
校

教
育
の
場
に
生
か
す
こ
と
は

地
域
振
興
に
有
効
で
あ
る
。

　
川
越
の
歴
史
や
文
化
等
に

■問問
み
ん
な
で
支
え
る
観
光
基

金
で
は
不
十
分
な
の
で
、
今

年
中
止
と
な
っ
た
川
越
ま
つ

り
予
算
約
５
５
０
０
万
円
で

山
車
修
繕
基
金
を
設
置
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
市
長
　
山
車
の
基
金
に
つ

い
て
は
、
既
に
あ
る
み
ん
な

で
支
え
る
観
光
基
金
を
活
用

す
る
方
向
性
で
考
え
て
い
る
。

■問問
給
食
費
徴
収
、
部
活
動
、

い
じ
め
対
策
な
ど
教
職
員
の

負
担
軽
減
や
、
新
聞
を
活
用

す
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
教
育
へ
の
取
り

組
み
な
ど
、
教
育
現
場
の
改

善
に
関
す
る
今
後
の
展
望
は
。

答
教
育
長
　
教
員
に
は
、
本

務
で
あ
る
授
業
、
そ
し
て
社

会
の
動
き
に
合
わ
せ
た
教
育

の
工
夫
改
善
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
も
、
教
職
員
の
負
担
軽
減

を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
と
向

■問問
高
齢
者
が
運
動
の
た
め
遠

く
の
広
場
に
出
向
く
こ
と
は

負
担
が
大
き
い
。
健
康
寿
命

延
伸
の
た
め
に
も
身
近
な
場

所
の
広
場
整
備
に
道
路
の
上

空
間
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
都
市
計
画
部
長
　
道
路
の

区
域
を
立
体
的
に
定
め
、
そ

れ
以
外
の
空
間
利
用
を
可
能

と
す
る
立
体
道
路
制
度
が
平

成
元
年
に
創
設
さ
れ
、
東
京

外
か
く
環
状
道
路
や
環
状
２

号
線
等
に
お
い
て
活
用
さ
れ

■問問
感
染
症
対
応
は
引
き
続
き

強
化
を
求
め
る
が
、
喫
緊
の

課
題
は
情
報
提
供
と
考
え
る
。

市
民
が
必
要
な
情
報
を
速
や

か
に
受
け
取
れ
る
よ
う
本
市

は
ど
う
取
り
組
む
の
か
伺
う
。

答
栗
原
副
市
長
　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
日

々
状
況
が
変
化
し
て
お
り
、

情
報
を
迅
速
か
つ
正
確
に
伝

え
て
い
く
こ
と
は
、
大
変
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

情
報
は
、
伝
え
た
い
相
手
を

無

所

属

小　
林　
　
　
薫

山
車
修
繕
基
金
の
設
置
を
！

8

無

所

属

粂　
　
　
真
美
子

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
諸
課
題7

自
由
民
主
党

中　
野　
敏　
浩

稲
作
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て 4

自
由
民
主
党

村　
山　
博　
紀

教
育
長
に
伺
う
教
育
現
場
改
善3

自
由
民
主
党

岸　
　
　
啓　
祐

歴
史
文
化
継
承
の
学
び
の
促
進6

自
由
民
主
党

中　
原　
秀　
文

中
央
通
り
線
上
空
間
に
広
場
を5
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す
る
必
要
性
が
高
い
と
認
識

し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
通
学
路
に
お
い

て
は
、
路
側
帯
を
グ
リ
ー
ン

色
で
カ
ラ
ー
化
す
る
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
等
を
設
置
す
る
な

ど
し
て
、
よ
り
児
童
生
徒
の

安
全
を
守
る
対
策
を
今
後
も

継
続
し
て
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質問
通
学
路
の
安
全
対
策

質問
消
費
者
教
育

　
一
方
で
は
、
時
代
の
変
遷

と
と
も
に
歌
詞
の
内
容
が
現

在
に
合
わ
な
い
と
い
っ
た
部

分
も
あ
る
が
、
来
年
は
市
制

施
行
１
０
０
周
年
で
あ
る
た

め
、
川
越
市
の
歴
史
の
一
環

と
し
て
、
市
民
の
歌
に
つ
い

て
市
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、

聴
い
て
も
ら
え
る
よ
う
な
機

会
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。

質問
建
設
残
土
の
取
扱
の
現
状

質問
市
民
の
歌
の
活
用

　
３
回
目
の
接
種
を
見
据
え

た
課
題
は
、
２
回
接
種
し
た

人
へ
の
案
内
や
予
約
方
法
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
あ
る
。

ま
た
、
接
種
回
数
に
応
じ
た

対
応
も
必
要
に
な
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
か

ら
の
情
報
を
注
視
し
、
こ
れ

ま
で
の
課
題
な
ら
び
に
新
た

な
課
題
の
解
決
に
向
け
た
検

討
を
早
期
に
行
っ
て
い
き
た

い
。

質問
今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

や
す
く
す
る
た
め
に
も
、
家

族
が
介
護
す
る
の
は
当
た
り

前
と
い
う
考
え
方
を
せ
ず
、

個
々
の
事
情
に
合
わ
せ
た
サ

ー
ビ
ス
を
必
要
な
量
を
も
っ

て
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

の
で
き
る
体
制
の
整
備
を
川

越
市
障
害
者
支
援
計
画
に
基

づ
き
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質問
Ａ
Ｌ
Ｓ
重
度
難
病
支
援

　
一
方
、
要
件
に
該
当
し
な

い
用
具
の
例
も
あ
る
の
で
、

新
た
に
開
発
さ
れ
た
用
具
を

追
加
す
る
こ
と
は
、
慎
重
に

判
断
す
る
必
要
も
あ
る
。

　
今
後
、
新
た
な
技
術
に
よ

る
福
祉
用
具
が
、
障
害
の
あ

る
人
の
日
常
生
活
を
よ
り
良

い
も
の
に
す
る
と
い
う
こ
と

も
踏
ま
え
、
効
果
的
な
日
常

生
活
用
具
費
支
給
事
業
の
実

施
に
努
め
て
い
く
。

質問
障
が
い
者
へ
の
福
祉
用
具

と
地
域
組
織
の
連
携
に
よ
り
、

活
動
の
促
進
が
図
ら
れ
る
も

の
と
考
え
る
。
ま
た
、
繁
華

街
な
ど
で
の
防
犯
活
動
に
つ

い
て
は
、
地
域
と
警
察
に
よ

る
こ
れ
ま
で
以
上
の
連
携
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
新
た
な
世
代

や
団
体
と
地
域
を
つ
な
げ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
力
の
向
上

や
地
域
課
題
へ
の
取
り
組
み

に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

質問
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り

■問問
今
後
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

等
の
積
極
的
な
設
置
に
向
け

て
検
討
を
し
て
も
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
が
、
歩
行

空
間
の
確
保
に
向
け
た
市
の

考
え
は
。

答
市
民
部
長
　
見
通
し
の
良

い
道
路
や
幹
線
道
路
の
抜
け

道
と
な
っ
て
い
る
道
路
な
ど
、

車
の
速
度
が
上
が
り
や
す
い

箇
所
に
お
い
て
は
、
特
に
道

路
上
に
白
線
を
引
き
路
側
帯

を
設
け
、
歩
行
空
間
を
確
保

■問問
昭
和
32
年
に
誕
生
し
た
市

民
の
歌
「
わ
れ
ら
の
川
越
」

を
市
制
１
０
０
周
年
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て

市
民
意
識
高
揚
に
活
用
す
べ

き
と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

答
市
長
　
こ
の
市
民
の
歌
は
、

こ
れ
ま
で
川
越
の
発
展
の
礎

と
な
っ
た
歌
で
あ
り
、
郷
土

に
対
す
る
愛
着
や
誇
り
、
将

来
へ
の
希
望
な
ど
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
、
こ
れ
ま
で
受

け
継
い
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

■問問
11
月
中
に
は
希
望
者
全
員

の
２
回
接
種
が
完
了
す
る
見

通
し
だ
が
、
３
回
目
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
実
施
に
備
え
、
今

後
の
課
題
等
の
整
理
を
し
て

お
く
べ
き
で
は
。

答
保
健
医
療
部
長
　
こ
れ
ま

で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
、

接
種
券
の
送
付
時
期
や
高
齢

者
へ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予

約
対
応
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

が
つ
な
が
ら
な
い
な
ど
の
課

題
が
あ
っ
た
。

■問問
介
護
者
の
休
息
等
の
た
め

の
支
援
、
い
わ
ゆ
る
レ
ス
パ

イ
ト
ケ
ア
を
含
め
、
24
時
間

の
介
護
が
必
要
と
な
る
人
へ

の
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

答
福
祉
部
長
　
Ａ
Ｌ
Ｓ
で
常

時
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て

い
る
な
ど
24
時
間
の
介
護
が

必
要
な
人
の
介
護
に
掛
か
る

負
担
は
精
神
的
・
身
体
的
に

も
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ

る
。
介
護
者
の
負
担
を
軽
減

し
、
介
護
者
が
休
息
を
取
り

■問問
技
術
の
進
展
に
伴
い
、
さ

ま
ざ
ま
な
福
祉
用
具
が
開
発�

・
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
日

常
生
活
用
具
の
品
目
に
追
加

し
、
支
給
す
る
こ
と
に
つ
い

て
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
福
祉
部
長
　
障
害
の
あ
る

人
の
自
立
を
支
援
す
る
機
器

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
開

発
さ
れ
て
お
り
、
日
常
生
活

用
具
の
品
目
の
見
直
し
も
そ

れ
に
合
わ
せ
た
も
の
と
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

■問問
今
後
予
想
さ
れ
る
課
題
へ

取
り
組
む
に
当
た
り
、
新
た

な
体
制
が
必
要
と
思
わ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
市
民
部
長
　
今
後
の
課
題

と
し
て
、
自
主
防
犯
活
動
団

体
の
担
い
手
の
減
少
や
繁
華

街
で
の
悪
質
行
為
へ
の
対
応

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
自
主
防
犯
活
動
に
つ
い
て

は
、
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
に
よ
る
若
い
世
代
の
参
加

を
促
進
す
る
こ
と
や
事
業
所

自
由
民
主
党

栗　
原　
瑞　
治

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
課
題14

政

晴

会

倉　
嶋　
真　
史

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て13

公

明

党

田　
畑　
た
き
子

Ａ
Ｌ
Ｓ
重
度
難
病
家
庭
支
援

11

公

明

党

大　
泉　
一　
夫

１
０
０
周
年
で
市
民
の
歌
活
用12

公

明

党

中　
村　
文　
明

歩
行
空
間
の
確
保
を

10

公

明

党

嶋　
田　
弘　
二

障
が
い
者
へ
の
福
祉
用
具

9
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ま
た
、
中
学
３
年
生
、
高

校
１
年
生
に
同
様
の
案
内
を

７
月
に
送
付
し
て
い
る
。

　
な
お
、
残
り
の
対
象
者
で

あ
る
中
学
１
年
生
、
中
学
２

年
生
に
は
、
今
年
度
中
に
送

付
す
る
予
定
で
あ
り
、
対
象

と
な
る
全
て
の
世
代
に
周
知

を
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

質問
ワ
ク
チ
ン
接
種
諸
課
題

質問
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

す
る
よ
う
案
内
し
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
て
薬
が
処
方
さ

れ
る
な
ど
、
自
宅
で
の
診
療

を
受
け
て
も
ら
っ
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

質問
コ
ロ
ナ
か
ら
命
守
る
た
め 

質問
住
宅
困
窮
へ
の
支
援
拡
充

組
み
を
注
視
し
な
が
ら
、
本

市
に
関
わ
る
対
策
の
効
果
の

具
体
的
な
内
容
に
関
す
る
要

望
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ

て
、
検
討
し
て
い
く
。

質問
荒
川
入
間
川
の
水
害
対
策

行
う
と
と
も
に
、
相
談
窓
口

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
の
推
進

に
努
め
る
。
ま
た
、
児
童
虐

待
対
策
と
し
て
、
相
談
支
援

体
制
の
強
化
を
図
る
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
整
備

を
進
め
る
な
ど
、
子
育
て
に

係
る
関
係
機
関
と
の
連
携
体

制
の
構
築
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

質問
受
動
喫
煙
な
い
街
づ
く
り

質問
職
員
の
接
遇
待
遇
の
向
上

質問
コ
ロ
ナ
禍
の
子
育
て
支
援

に
補
助
し
て
い
く
意
義
も
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
や
、
国
の

補
助
期
間
終
了
後
の
、
新
た

な
安
全
運
転
支
援
装
置
の
性

能
認
定
手
法
な
ど
課
題
も
あ

る
が
、
他
市
の
事
例
も
参
考

に
し
、
実
施
の
可
能
性
も
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

質問
運
転
支
援
装
置
の
普
及

い
る
。
こ
の
た
め
、
防
災
と

福
祉
部
が
連
携
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
通
じ
て
避
難
行

動
要
支
援
者
制
度
に
つ
い
て

周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
の
避
難
支
援
等
関
係
者
の

確
保
を
図
り
、
福
祉
専
門
職

等
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
地

域
に
お
け
る
避
難
支
援
体
制

の
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質問
福
祉
部
と
連
携
で
防
災
を

質問
気
候
危
機
対
策

■問問
３
月
議
会
の
時
に
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
の
制
度
周
知

に
対
し
、
国
か
ら
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
結
び
付
け
る
た
め
、

２
次
元
コ
ー
ド
の
活
用
を
提

案
し
た
が
そ
の
後
の
対
応
は
。

答
保
健
医
療
部
長
　
令
和
３

年
４
月
に
、
対
象
年
齢
と
な

っ
た
小
学
６
年
生
に
厚
生
労

働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
２
次
元
コ
ー

ド
を
表
示
し
た
制
度
の
案
内

を
送
付
し
て
い
る
。

■問問
墨
田
区
で
は
、
優
先
病
床

の
確
保
や
保
健
所
と
医
師
会

の
協
力
で
在
宅
診
療
や
薬
の

処
方
な
ど
軽
症
者
を
重
度
化

さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
し
て

い
る
が
本
市
の
状
況
を
伺
う
。

答
保
健
医
療
部
長
　
本
市
で

は
、
入
院
待
機
中
に
発
熱
な

ど
の
体
調
不
良
を
呈
し
た
患

者
か
ら
、
保
健
所
に
相
談
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
か
か
り

つ
け
医
や
検
査
を
受
け
た
医

療
機
関
等
に
電
話
等
で
相
談

■問問
荒
川
第
二
・
三
調
節
池
の

整
備
に
お
け
る
本
市
へ
の
影

響
に
つ
い
て
、
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
結
果
な
ど
具
体
的
に

示
す
よ
う
国
へ
要
望
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

答
建
設
部
長
　
国
に
よ
り
、

本
市
を
含
め
た
荒
川
流
域
の

治
水
安
全
度
の
向
上
を
図
る

た
め
の
対
策
と
し
て
、
調
節

池
整
備
の
他
、
堤
防
の
整
備

な
ど
の
対
策
が
進
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
取
り

■問問
人
手
不
足
を
補
い
、
予
算

を
付
け
る
な
ど
し
て
、
個
々

の
困
難
に
寄
り
添
う
べ
き
で

あ
る
。
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ

禍
の
子
育
て
を
ど
う
支
援
す

る
の
か
、
副
市
長
に
伺
う
。

答
栗
原
副
市
長
　
現
在
、
給

付
金
に
よ
る
経
済
的
支
援
や

産
前
・
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業

と
い
っ
た
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
子
育
て
家
庭
に

寄
り
添
っ
た
支
援
を
行
う
た

め
、
積
極
的
な
情
報
提
供
を

■問問
池
袋
暴
走
事
故
か
ら
２
年
。

同
様
の
交
通
事
故
で
市
民
を

被
害
者
や
加
害
者
に
し
な
い

た
め
に
も
安
全
運
転
支
援
装

置
に
対
す
る
補
助
制
度
の
実

施
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
を
。

答
市
民
部
長
　
安
全
運
転
支

援
装
置
の
設
置
、
装
着
を
普

及
し
て
い
く
た
め
に
は
、
補

助
金
制
度
は
大
変
有
効
な
方

法
で
あ
り
、
今
後
国
の
補
助

制
度
が
終
了
し
た
後
に
お
い

て
も
、
市
が
継
続
し
て
独
自

■問問
避
難
行
動
要
支
援
者
の
情

報
提
供
同
意
や
福
祉
専
門
職

と
の
連
携
等
で
の
個
別
避
難

計
画
、
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
等
の

周
知
が
課
題
。
避
難
支
援
の

課
題
解
決
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
危
機
管
理
監
　
避
難
行
動

要
支
援
者
制
度
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
共
助
に
よ
る
支

援
が
必
要
で
あ
り
、
支
援
の

担
い
手
と
な
る
地
域
の
避
難

支
援
等
関
係
者
の
確
保
が
大

き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て

日
本
共
産
党

池　
浜　
あ
け
み

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
防
災
を19

日
本
共
産
党

長　
田　
雅　
基

国
に
対
し
情
報
開
示
の
要
望
を20

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

片　
野　
広　
隆

事
故
か
ら
市
民
を
守
る
制
度
を17

日
本
共
産
党

川　
口　
知　
子

重
度
化
さ
せ
な
い
体
制
強
化
を18

無

所

属

伊　
藤　
正　
子

コ
ロ
ナ
禍
の
子
育
て
支
援

15

公

明

党

小
ノ
澤　
哲　
也

適
切
な
情
報
を
提
供
す
べ
き
！16
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っ
て
い
る
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
全

職
員
が
地
方
自
治
に
関
す
る

知
識
と
理
解
を
よ
り
一
層
深

め
、
自
治
体
職
員
で
あ
る
こ

と
の
意
識
と
責
任
を
持
っ
て

職
務
を
遂
行
で
き
る
よ
う
、

研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
編

等
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

質問
地
方
自
治
と
市
の
事
務

質問
コ
メ
作
り
の
現
状

か
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、

早
期
に
整
備
を
完
了
す
る
こ

と
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
一
方
で
、
大
規
模
公
園
の

整
備
は
、
地
域
の
活
性
化
や

潤
い
の
あ
る
市
民
生
活
に
は

必
要
不
可
欠
な
施
設
と
考
え

て
お
り
、
事
業
手
法
や
計
画

規
模
な
ど
を
含
め
た
見
直
し

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

質問
公
園
整
備
計
画
と
利
用

に
つ
い
て
訓
示
し
て
き
た
。

　
引
き
続
き
、
研
修
等
で
職

員
の
経
営
感
覚
や
行
政
職
員

と
し
て
の
プ
ロ
意
識
を
向
上

さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
職
員
の
表

彰
な
ど
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

維
持
・
向
上
と
ス
キ
ル
向
上

の
た
め
の
制
度
や
仕
組
み
作

り
も
、
工
夫
し
て
効
果
的
な

も
の
と
な
る
よ
う
検
討
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質問
矜
恃
を
持
っ
た
職
員
育
成

る
手
続
き
が
煩
雑
で
あ
る
こ

と
や
栽
培
に
適
し
た
農
作
物

に
偏
り
が
あ
る
こ
と
な
ど
の

デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　
こ
の
た
め
、
普
及
に
は
経

済
的
な
支
援
と
と
も
に
、
手

続
き
の
簡
素
化
や
導
入
の
成

功
事
例
の
紹
介
な
ど
の
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

質問
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

質問
市
立
小
中
学
校
の
更
新

質問
都
市
計
画
の
見
直
し

公
共
施
設
を
使
っ
た
適
切
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
は
、
集
約
化
や
複
合

化
な
ど
に
よ
り
施
設
総
量
の

適
正
化
を
図
る
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
地
域

の
状
況
や
利
用
者
へ
の
影
響

等
を
踏
ま
え
、
丁
寧
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

質問
公
共
施
設
等
管
理
計
画

質問
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

の
姿
勢
を
示
す
た
め
に
、
既

に
特
別
職
の
給
料
の
減
額
を

し
て
い
る
が
、
将
来
に
わ
た

っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課

題
に
対
応
し
、
市
民
へ
安
定

的
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
継
続
す
る
た
め
、
私
が
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、
抜

本
的
な
行
財
政
改
革
の
取
り

組
み
を
、
責
任
を
持
っ
て
推

進
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

質問
行
財
政
改
革

■問問
デ
ジ
タ
ル
化
等
で
国
の
介

入
が
強
ま
る
中
、
自
治
体
の

自
立
性
が
問
わ
れ
て
い
る
。

自
治
体
ら
し
い
市
政
の
た
め

に
職
員
は
地
方
自
治
を
ど
の

よ
う
に
研
修
し
て
い
る
の
か
。

答
総
務
部
長
　
採
用
時
に
地

方
自
治
制
度
お
よ
び
地
方
自

治
法
に
関
す
る
研
修
を
、
ま

た
、
主
事
職
昇
任
時
に
行
政

法
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
、

地
方
自
治
に
関
係
す
る
法
令

の
理
解
、
知
識
の
習
得
を
図

■問問
大
規
模
公
園
は
計
画
さ
れ

た
当
時
と
社
会
状
況
や
川
越

市
の
財
政
の
様
子
も
大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
見
直

し
の
時
期
に
来
て
い
る
の
で

は
！

答
市
長
　
伊
佐
沼
公
園
や
（

仮
称
）
川
越
市
森
林
公
園
な

ど
の
大
規
模
公
園
は
、
計
画

も
規
模
が
大
き
く
、
現
在
の

社
会
情
勢
や
財
政
状
況
を
踏

ま
え
る
と
、
計
画
の
実
現
に

は
多
く
の
時
間
と
費
用
が
か

■問問
職
員
一
人
一
人
の
資
質
に

依
存
し
な
い
人
材
育
成
の
制

度
や
仕
組
み
が
必
要
と
考
え

る
が
市
長
の
見
解
は
。

答
市
長
　
人
材
育
成
と
経
営

改
革
の
視
点
を
連
動
さ
せ
る

こ
と
で
、
経
営
の
視
点
を
持

っ
た
職
員
が
育
成
さ
れ
、
よ

り
効
果
的
、
効
率
的
な
行
政

経
営
に
資
す
る
と
考
え
、
機

会
が
あ
る
た
び
に
職
員
に
対

し
、
意
識
改
革
や
経
営
感
覚

を
意
識
す
る
こ
と
の
重
要
性

■問問
国
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

農
地
に
太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
す
る
な
ど
、
ソ
ー
ラ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
普
及
の
た

め
に
必
要
な
取
り
組
み
は
。

答
産
業
観
光
部
長
　
ソ
ー
ラ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
、
発
電

し
た
電
力
を
農
業
に
利
用
し
、

コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方

で
、
設
備
導
入
コ
ス
ト
が
高

額
で
あ
り
、
関
係
法
令
に
係

■問問
公
共
施
設
は
、
市
民
に
と

っ
て
重
要
で
あ
る
。
コ
ス
ト

削
減
が
主
眼
に
な
り
が
ち
だ

が
、
安
易
に
統
廃
合
や
削
減

を
す
る
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
る
が
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
総
合
政
策
部
長
　
公
共
施

設
等
の
保
全
の
状
況
や
厳
し

い
財
政
状
況
、
今
後
見
込
ま

れ
る
人
口
減
少
な
ど
を
踏
ま

え
る
と
、
現
在
の
公
共
施
設

の
全
て
を
維
持
し
続
け
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
今
後
も

■問問
行
財
政
改
革
推
進
計
画
の

推
進
に
は
市
長
に
よ
る
政
策

決
定
、
政
治
判
断
が
重
要
だ

と
考
え
る
が
、
本
計
画
に
対

す
る
市
長
の
役
割
へ
の
意
気

込
み
を
伺
う
。

答
市
長
　
本
計
画
は
、
市
の

財
政
状
況
に
鑑
み
、
私
自
身

が
こ
の
時
点
で
し
っ
か
り
と

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
政
策
判
断
を
し
、
立

案
を
始
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
行
財
政
改
革
に
対
す
る
私

政

晴

会

小
野
澤　
康　
弘

人
材
育
成
と
行
政
経
営
の
連
動26

政

晴

会

樋　
口　
直　
喜

持
続
可
能
な
行
財
政
へ
向
け
て25

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

山　
木　
綾　
子

大
規
模
公
園
計
画
の
見
直
し
を24

政
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

髙　
橋　
　
　
剛

ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
普
及23

日
本
共
産
党

柿　
田　
有　
一

自
治
体
本
来
の
姿
で
市
政
を

22

日
本
共
産
党

今　
野　
英　
子

公
共
施
設
を
削
減
す
る
な

21
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　　　　　　　　　　　　　　　　議会では、市の条例や予算を決めたり、市の仕事が適切に行われているか、
　　　　　　　　　　　　　　　予算が正しく使われているかなどをチェックしたりしています。
　年４回（３月、６月、９月、１２月）開催する定例会は、以下のように進められています。どのような議論
が行われているのか、ぜひご覧になってください。

議会のミニ知識 その１ ～議会のしごと編～

定例会の進め方

本会議の様子を知りたい

　本会議および委員会等の傍聴は、新型コロナウイ
ルス感染症拡大防止のため、極力お控えいただきま
すようお願いいたします。
　傍聴を希望する場合は、必ずマスクを着用してく
ださい。

常任委員会の詳しい審査の内容については１４ページをご覧ください。

　会議録は、市議会における会議の正式な記録です。
本会議、委員会の過去の会議録については、
インターネット（市議会ホームページ）や図書館等
でご覧いただけます。

　委員会での審査結果を基に、議員全員
で最終的に賛否を決めます。
　委員会に付託せずに、その場で質し、
賛否を決めることもあります。
【討論(☞７～８ページ)】
【議決結果(☞３ページ)】

　市長が提案した議案等について、委員会でより詳し
く審査します。
　市の仕事にはさまざまな分野があるため、分野ごと
の委員会で審査を行います。川越市議会には４つの常
任委員会があります。
　○総務財政常任委員会　　○文化教育常任委員会
　○保健福祉常任委員会　　○産業建設常任委員会

　議員全員と、市長をはじめとした市執行部が出席
し、議案の審議等を行います。
　そのほかに、市政の重要事項として「市政報告」
を受けたり、議会の人事を決定したりします。

≪市長提出議案について≫
　市長が提案した議案等に対し、内容、提案の理由
等について、疑問点や不明な点を質疑し、明らかに
します。【議案質疑(☞４～７ページ)】
　さらに、より詳しく審査するため、常任委員会へ
付託します。（付託とは審査の場を常任委員会に移
すことをいいます）

≪市政全般について≫
　市の行政・財政全般にわたって、事業の現在の状
況や今後の方針等について、質問をして、また、市
に対し意見や施策の提案をしたりします。
【一般質問(☞８～１２ページ)】

※改修中につき、１２月定例会まで代替議場を使用

開催場所：委員会室等
　　　　（市庁舎７階）

開催場所：市議会議場（※市庁舎６階）

　本会議の模様は、インターネット中継（ライブ・
録画）によりご覧いただけます。

傍 聴 会議を見に行く

中 継 会議の中継を見る

会議録 会議の記録を読む

会期中には、議会運営に関することを協議する議会運営委員会や、２０２０年東京オリンピック・パラリ
ンピック対策特別委員会、広報紙編集委員会などさまざまな会議を開催しています。

本 会 議

本 会 議

常 任 委 員 会
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議会のミニ知識 その２ ～常任委員会編～
１３ページで紹介しました常任委員会について、より詳しい審査の内容についてお知らせします。
今定例会では、開会日に市執行部より提出された議案２２件が、４つの常任委員会に付託されました。

総 務 財 政 常 任 委 員 会 文 化 教 育 常 任 委 員 会

保 健 福 祉 常 任 委 員 会 産 業 建 設 常 任 委 員 会

　総務財政常任委員会では、事件案５件、予算案１
件、計６件の議案を審査しました。
　議案第９５号令和３年度川越市一般会計補正予算
（第６号）の所管部分の審査においては、ふるさと
納税の返礼品の拡充の状況や、他市と比較した場合
の受け入れ状況、また、予備費の増額やその根拠に
ついての質疑がありました。審査の結果、同議案は
原案のとおり可決されました。
　その他５件の議案については、審査の結果、認定
または原案のとおり可決されました。

　保健福祉常任委員会では、事件案６件、予算案２
件、計８件の議案を審査しました。
　議案第８０号令和２年度川越市介護保険事業特別
会計歳入歳出決算認定についての審査においては、
コロナ禍における介護サービスの利用状況や、介護
保険保険給付費等準備基金の残高の状況、また、要
介護認定の判定までに要する日数等についての質疑
がありました。審査の結果、同議案は認定されまし
た。
　その他７件の議案については、審査の結果、認定
または原案のとおり可決されました。

　文化教育常任委員会では、事件案１件、予算案１
件、計２件の議案を審査しました。
　議案第７６号令和２年度川越市一般会計歳入歳出
決算認定についての所管部分の審査においては、
小・中学校情報教育推進や武道館耐震改修などにつ
いて質疑がありました。審査の結果、同議案は認定
されました。また、議案第９５号令和３年度川越市
一般会計補正予算（第６号）の所管部分の審査にお
いては、美術館における動画配信サイトによる情報
発信などについて質疑がありました。審査の結果、
同議案は原案のとおり可決されました。

　産業建設常任委員会では、事件案１１件、予算案
１件、計１２件の議案を審査しました。
　議案第９２号川越市道路線の認定についておよび
議案第９３号川越市道路線の廃止についての審査に
おいては、道路の付け替えと併せて初雁公園の整備
状況を確認しながら説明を受け、周辺の交通や今後
の計画などについての質疑がありました。審査の結
果、同議案は原案のとおり可決されました。
　その他１０件の議案については、審査の結果、認
定または原案のとおり可決されました。

総務財政常任委員会の審査の様子総務財政常任委員会の審査の様子

保健福祉常任委員会の審査の様子保健福祉常任委員会の審査の様子

文化教育常任委員会の審査の様子文化教育常任委員会の審査の様子

産業建設常任委員会の現地視察の様子産業建設常任委員会の現地視察の様子
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　今定例会の最終日に、議員より２件の意見書
案が提出され、共に原案可決となりました。
意見書の内容は以下のとおりです。

意見書議 会 情 報

　本年は日本が終戦を迎え、国連に加盟してから６５年
の節目の年となる。
　この間、国際情勢はグローバリゼーションが加速し貿
易や経済活動が国境を越えて活発に行われる一方、地球
温暖化に伴う大規模災害、新型コロナウイルス感染症対
策や新たな局面を迎えたアフガニスタン情勢等への対応
など、世界全体が協力し対処すべき課題が増加している。
　衆議院（平成１７年８月２日）ならびに参議院（平成
２８年５月２５日）の決議ではそれぞれ、日本国憲法の
掲げる恒久平和の理念の下、核兵器等の廃絶や世界連邦

　新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済
にも大きな影響が及び、地方財政は来年度においても、
引き続き、巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に
直面している。
　地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、地域
の防災・減災、雇用の確保、地球温暖化対策などの喫緊
の課題に迫られているほか、医療介護、子育てをはじめ
とした社会保障関係経費や公共施設の老朽化対策費など
将来に向け増嵩する財政需要に見合う財源が求められる。
　その財源確保のため、地方税制の充実確保が強く望ま
れる。
　よって、国においては、令和４年度地方税制改正に向
け、下記事項を確実に実現されるよう、強く要望する。

記
１ 　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額について

は、「経済財政運営と改革の基本方針２０２１」にお
いて、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよ
う実質的に同水準を確保するとされているが、急速な
高齢化に伴い社会保障関係経費が毎年度増大している
現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがな
されないよう、十分な総額を確保すること。

２ 　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、
制度の根幹を揺るがす見直しは家屋・償却資産を含め、
断じて行わないこと。生産性革命の実現や新型コロナ
ウイルス感染症緊急経済対策として講じた措置は、本
来国庫補助金などにより国の責任において対応すべき
ものである。よって、現行の特例措置は今回限りとし、
期限の到来をもって確実に終了すること。

３ 　令和３年度税制改正において土地に係る固定資産税
について講じた、課税標準額を令和２年度と同額とす
る負担調整措置については、令和３年度限りとするこ
と。

４ 　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽
自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長について、
さらなる延長は断じて行わないこと。

５ 　炭素に係る税を創設または拡充する場合には、その
一部を地方税または地方譲与税として地方に税源配分
すること。

　右、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出す
る。
　　　令和３年９月２９日

川　越　市　議　会

実現への道の探求など持続可能な人類共生の未来を切り
開き、平和な未来を確実にしていくために最大限努力す
べきとうたわれている。
　国においては、今こそ国家の枠組みを超えた対話とと
もに、世界連邦実現への道の探求を積極的に進め、世界
平和の構築に向けて取り組まれることを強く要請する。
　右、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出す
る。
　　　令和３年９月２９日

川　越　市　議　会

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

世界平和の構築と世界連邦実現にむけた探求への取り組みを求める意見書

　下記の意見書を、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、
経済再生担当大臣宛てに送付しました。

　下記の意見書を、衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、外務大臣、内閣官房長官宛てに送付しまし
た。
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緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
に

な
り
、
１
日
も
早
い
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
終
息
と
経
済
回

復
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
９
月
定
例
会
で
は
、
令
和

２
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

や
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保
、

地
域
経
済
へ
の
支
援
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
等

に
係
る
補
正
予
算
な
ど
が
上

程
さ
れ
、
本
会
議
で
は
多
く

の
議
員
が
質
疑
を
行
い
、
常

任
委
員
会
で
は
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
で
は
、

議
会
の
ミ
ニ
知
識
と
い
う
コ

ー
ナ
ー
で
、
議
会
の
仕
事
や

議
案
の
上
程
か
ら
採
決
ま
で

の
流
れ
、
各
常
任
委
員
会
で

の
審
査
内
容
な
ど
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
今
後
も
、
分
か
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
今
野
　
英
子
）

　議場設備の老朽化に伴い、現在、本庁舎６階の議場は、設備
更新作業を実施しています。
　そのため、９月定例会と１２月定例会は本庁舎７階の第１・
第５委員会室を代替議場として本会議を行っています。
　代替議場においても、定期的に換気を行い、採決の時を除い
て議場に入る議員の数を減らすなど、引き続き新型コロナウイ
ルス感染症対策を実施しています。
　会議の日程等は、川越市議会ホームページからご覧いただく
ことができます。

　点字版および音声版（ＣＤ）のかわごえ議会だよりを発行して
います。送付を希望する方は、議会事務局までご連絡ください。
点字版の議会だよりは、図書館でもご利用いただけます。
　問い合わせ先　議会事務局　
　電話：０４９－２２４－６０６７
　ＦＡＸ：０４９－２２４－５３９４
　Ｅ－Ｍail：giji@city.kawagoe.saitama.jp

議会だよりに関するご意見・ご感想を
議会事務局にお寄せください。
電話：０４９－２２４－６０６７
ＦＡＸ：０４９－２２４－５３９４
Ｅ－Ｍail：giji@city.kawagoe.saitama.jp

○インターネット中継（ライブ、録画）
　　… 　川越市議会ホームページ
○今定例会の会議録（１１月下旬頃から）
　　…　  川越市議会ホームページ 

図書館等

本会議の模様は、議場で傍聴するほか、
下記によりご覧いただけます

　
９
月
６
日
、
明
ヶ
戸
亮
太

副
委
員
長
か
ら
議
会
運
営
委

員
の
辞
任
願
が
提
出
さ
れ
、

こ
れ
を
許
可
し
、
新
た
に
矢

部
節
議
員
を
委
員
に
選
任
し

ま
し
た
。

　
副
委
員
長
が
欠
員
と
な
っ

た
た
め
、
９
月
７
日
に
副
委

員
長
の
互
選
を
行
っ
た
結
果
、

吉
敷
賢
一
郎
委
員
が
副
委
員

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

　議会だよりは、市議会ホームページに加えて、広報紙配信ア
プリ「マチイロ」を用いて、スマートフォンやタブレット端末
から簡単にご覧いただけるようになりました。川越市のさまざ
まな情報も見られますので、ぜひご活用ください。
※右の２次元コードからアプリのダウンロードができます
※通信費は利用者負担になります

広報紙配信アプリ「マチイロ」について

発
行　
川
越
市
議
会

編
集　

�

川
越
市
議
会
広
報
紙

編
集
委
員
会

電
話　
０
４
９
（
２
２
４
）
６
０
６
７

編
集
後
記

議　　場
コンサート

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、極力傍聴はお控えいただき、
インターネット中継や会議録をご利用ください。

　議場コンサートは、新型コロナウイルス感染症の拡大
を防止するため、開催を見送ることとしました。次回、
１２月定例会における開催も見送ります。

９月・１２月定例会は代替議場で本会議を開催しています

点字版議会だより・音声版議会だより

代替議場での本会議の様子

※２次元コードからア
　クセスできます
※通信費は利用者負担
　になります


